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～ 大磯町第四次総合計画 基本構想を策定 ～

平成18年度から目標年次を平成32年とする15年間の大磯町の総合的かつ計画的な行政運営を
行う指針として、大磯町第四次総合計画基本構想ができあがりました。
　計画づくりには、多くの町民の方から将来のまちの姿や身近な課題などについて、さまざ
まなご意見やお考えをいただきました。それぞれの立場から、ご意見やご要望、ご提案をお
寄せいただいた多くの町民の方々に心より感謝いたします。
　こうした皆さんのご意見などを計画に反映し、大磯町の将来像を「紺碧の海に緑の映える
住みよい大磯」として、「自然とくらしとの共生」、「手づくりと創造」という2つの基本
理念と5つのまちづくりの目標を定めています。
　さまざまな社会情勢の変化や厳しい財政状況など、乗り越えていくべき多くの課題があり
ますが、町民の皆さんの知恵と力を生かし、参加と協働による自主・自律性を発揮したまち
づくりを目指し、目指すべきまちの将来像の実現に向け、町民の皆さんとともに、同じ目線、
同じ歩調で歩み進みたいと思います。

大磯町長　三　澤　龍　夫

 平成14年７月 ・計画策定基本方針を定める
 ８月 ・まちづくりアンケート調査の実施
 平成15年２月 ・町民フォーラム「まちづくりと大磯町の
  　将来像」を開催
  ・ホームページにて「まちづくり」に対する
  　意見募集
 ３月 ・総合計画審議会「町民公募委員」選出
 ６月 ・町民公募による「総合計画ワークショッ
  　プ」を開催（～７月）
 ７月 ・町内24地区で「町民対話集会」を開催し
  　基礎調査報告説明及び意見交換を行う
  　（～８月）
  ・小学校６年生、中学校３年生、16～18
  　歳アンケート調査の実施
 ９月 ・審議会に対して「諮問」を行う。
 11月 ・広報11月号「基本構想 素案」を掲載、素
  　案に対する意見募集を行う
  ・ホームページにて「素案」に対する意見
  　募集
  ・町内で活動する各種団体などから素案に
  　対する意見を募集
  ・町民フォーラムを開催、素案に対する
  　意見を募集
 平成16年１月 ・審議会が「答申書」を提出
 ３月 ・町議会本会議において「大磯町第四次
  　総合計画基本構想」を議決

平成18年度
(2006年度)

平成20年度
(2008年度)

平成22年度
(2010年度)

基本計画５年

平成27年度
(2015年度)

基本構想に基づき
施策体系や方針を
明らかにするものです。
※５年ごとに策定

実施計画３年

具体的な事業
内容を明らかに
するものです。
※毎年度策定

基本構想15年

大磯町の将来像、施策の大綱、目標人口、
土地利用などを定めるものです。

平成32年度
(2020年度)
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　将来人口は、推計値で
は目標年次の2020年度
（平成32年度）は約
30,000人と見込まれま
す。今後、現状の人口維
持を基本に、各種施策を
積極的に推進することに
より、2020年度（平成
32年度）の目標人口を
33,000人と想定します。

　まちづくりに向けて、これまで築き上げてきた良好な居住空間など、地域ごとの特性を活かし、豊かな自
然環境と共生した土地利用を進めていくための方向性を示すものとして、次のようなゾーンに区分します。

  まちの将来像の実現に向け、「自然とくらしとの共生」「手づくりと創造」
の２つの基本理念を掲げ、まちづくりを進めます。

●自然とくらしとの共生
　私たちのまちには、高麗山や鷹取山など
の丘陵、こゆるぎの浜などの海辺、花水川
や　川などの河川といった豊かな自然があり、
町の誇りとなっています。この恵まれた自
然環境を次の世代に引き継ぎ、自然と調和
したまちづくりを行っていくことは、私た
ちの使命であり責任でもあります。
　私たち一人ひとりが、限りある資源を大
切にし、環境にやさしい取り組みを進めて
いくことが、極めて重要になってきます。
　これからのまちづくりは、自然や環境と
の新しいかかわり方のなかで、美しい景観
や快適な環境を未来に引き継ぐとともに、
大磯で育まれてきた生活文化に、新しい息
吹を吹き込みながら、未来につながる自然
とくらしとの共生が図れるまちづくりを推
進していきます。

●手づくりと創造
　まちづくりの主役は町民であり、自治の
原点でもある町民本位のまちづくりを実行
するためには、町民一人ひとりがまちや地
域への愛着を持ち、まちづくりに積極的に
参加することが重要となってきます。
　こうした、町民のまちづくりを支える、
地域コミュニティ活動やボランティア活動
などの、自主・自立的な活動・活躍の場や
仕組みをつくることで、新しい創造性や活
力が期待されます。
　これからのまちづくりは、こうした町民
の力を背景に、情報の共有化を図るとともに、
町民、行政、事業者などが協働して、手づ
くりと創造の協働社会を築き、新しい仕組
みや活動を創り出していくことができる、
まちづくりを展開していきます。

●自然環境ゾーン
　高麗山や鷹取山などの山並みや、
それをとりまく緑地の自然環境維持、
保全を図っていきます。
　しかし、丘陵の麓などの地域にお
いては、生活基盤上から都市的な土
地利用には向かないものの、環境の
保全や周辺への影響に十分配慮する
ことにより、公共的な土地利用が可
能な地域もあります。
　また、農業振興地域内の農用地に
ついては、安全で新鮮な農産物を供
給する場として維持・保全の促進を
図るとともに、田園などの風景の保
全に努めていきます
●文化レクリエーションゾーン
　海岸線一帯は海浜レクリエーショ
ン地域とし、海と親しめる憩いの場
や民間施設との提携など、町民の余
暇や観光資源として機能の充実を図
ります。
　また、運動公園や城山公園などを
中心に一体的な活用を図ることにより、
歴史、文化、スポーツなど、やすら
ぎやゆとりのある、ふれあい交流空
間としての土地利用を図っていきます。

「自然環境ゾーン」

「市街地ゾーン」「市街地ゾーン」

「文化レクリエーションゾーン」

●市街地ゾーン
　恵まれた自然環境との共生を図りながら、都市基盤の整備を推進し、地域特性に
応じた住環境の整備を行っていくことにより、調和のとれた良好な市街地の形成を
進めていきます。
　商業地については、現状の地域を中心として、個性や特色を活かした魅力ある商
業空間の形成を図っていきます。
　また、新たな市街地の開発については、社会経済情勢の変化などにより、土地利
用の転換が必要となった場合には、環境の保全や周辺への影響に十分配慮し検討し
ていきます。

　産業構造が大きく転換しているなかで、地域経済を活性化していくために、時代の変化に柔軟かつ的確に対応した産業振興
を図り、産業と観光施策などと連携し、本町の持つ優れた自然環境と調和した新たな産業発展の仕組みづくりを展開していき
ます。
　農林漁業については、多様な担い手の育成・確保をしていくとともに、地場産物の消費を拡大するために生産物の付加価値
を向上させ、安定した生産基盤をつくる必要があります。
　商工業については、消費者のさまざまな要望などにこたえることができるサービス機能を強化していくことにより、独自性
や個性が生まれることが期待され、高度情報化社会に対応した新たな産業環境の創出に努めていくことが必要となってきます。
　また、町民などの自発的な活動を支援していくことにより、新たな視点での産業の活性化に取り組んでいくことが望まれます。
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　まちの将来像である「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現に向けて、「自然とくらしとの共生」と「手づ
くりと創造」の２つの基本理念のもと、次のとおり５つのまちづくりの目標を定め施策を展開していきます。

　安全なまちづくりの推進
・防災体制の強化と消防、救急体制の整備
・地域ぐるみの防犯対策や交通安全対策の推進

　子どもを育てやすい環境づくりの推進
・安心して子どもを産み、育てられる子育て環境づくりの促
進
・家庭、地域、行政が連携し子どもを育てていく体制づくり
の促進
・多様な保育サービスなど子育て支援機能の充実

　高齢者の生きがいづくりの推進
・地域活動やボランティア活動などの積極的参加
・生き生きと生活できる地域づくりや仲間づくりの促進
・高齢者の生きがい対策や社会参加の充実

　健康づくりの推進
・健康の維持増進と疾病予防
・医療機関との広域連携
・安心できる医療体制の充実

　こころとふれあう福祉社会の充実
・高齢者や障害者が地
　域で自立した生活が
　送れるような支援体
　制の確立
・思いやりと助けあい
　による福祉活動の促
　進
・地域福祉の連携づく
　りの確立

※「大磯町第四次総合計画 基本構想」の詳しい内容は、町ホームページや町民情報コーナー、図書館、国府
支所においてご覧いただけます。

　基本構想で定めた基本目標に基づいて、必要な施策体系や方針について、前期基本計画（平成18年度～22
年度）を今年度から策定していきます。
　基本計画の策定については、町民の皆さんとともに考えていきますので、よろしくお願いします。

　身近な自然環境空間の形成
・優れた自然環境の保全
・海岸や河川、里山などの人と自然がふれあい、楽しめる環
境づくりの促進

　良好な地域環境の形成
・環境保全や美化活動の促進
・公共下水道や合併処理浄化槽の整備、普及の推進
・環境に負荷の少ないくらしや自然エネルギーの活用
・身近な地域環境の保全

　循環型地域社会の形成
・家庭や事業所における廃棄物の再利用や資源の循環利用
・循環型社会の構築促進

　交流とひろばづくりの推進
・世代間交流や自治会、各種団体などの地域活動の支援
・交流機会の創設によるコミュニティ活動の活性化
・人材育成や自主的なまちづくり団体の活動、育成、支援
・交流、参加型のまちづくり

　開かれた町政と情報化の推進
・広報、広聴活動の充実
・情報公開の推進
・情報の共有化
・町民と行政との協働によるまちづくりの推進

　効率的な行財政の運営
・長期的な財政の把握
・行政管理システムの
　構築、広域行政など
　効率的な行政運営
・積極的な行財政改革
　の推進
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　次代を担う人づくりの形成
・大磯町の特色を生かした人づくりの推進
・教育内容や教育環境の充実
・国際化や情報化などの時代に対応した教育
・地域との交流や体験学習など、多様な総合学習の機会を提
供
・児童の健全育成と子どもの居場所を確保するための環境整
備
・青少年の社会参加活動や体験学習など、地域ぐるみでの青
少年健全育成

　ゆとりを育む生涯学習の推進
・学習の場や学習情報の提供の充実
・喜びや生きがいを見出だすことができる環境づくりや心豊
かな人づくりの推進

　誰もが尊重される社会づくりの形成
・人権啓発や人権教育の推進
・男女共同参画社会の実現
・あらゆる分野で能力や個性が発揮できる環境づくり

　地域に根ざした文化の継承と創造
・歴史や文化に誇りと
　愛着心をもち、将来
　に伝えていく環境整
　備
・さまざまな文化活動
　の支援
・香り高い文化のまち
　づくりの推進

　総合計画審議会から大磯町第四次総合計画基本構想
について１月30日に答申されました。
　同審議会は、学識経験者や各種団体、公募町民の方々
で構成され、まちづくりの現状や課題、目指すべきま
ちづくりの方向性などについて議論を重ねてきました。
　答申では、その内容は概ねふさわしいものと評価を
いただきました。
　また、計画策定過程における町民の積極的な参画を
図るとともに、速やかに前期基本計画を策定されるよ
う配慮されたいなど要望もいただいております。

▲総合計画審議会 会長から町長への答申

　魅力ある空間の形成
・安全で快適な暮らしやすい住まいの場の整備
・魅力ある街なみ整備の促進
・ゆとりと活力を感じることのできるまちづくりの推進
・運動公園・城山公園など一体的な活用によるふれあい交流
空間としての整備推進

　快適に移動できる交通基盤の推進
・安全かつ便利に移動できる町道の計画的な整備
・広域的な交通網としての国県道の整備の促進
・公共交通のあり方や、人が快適に移動できる交通対策への
取り組み

　活力と個性あふれる産業の振興
・地域資源を活かした産業の活性化
・歴史、文化などの資源を活かした観光施策との連携

　資源を活かした特色ある観光の推進
・恵まれた自然環境や歴史、文化的資源を観光資源として幅
広く活用
・観光基盤の整備
・観光情報の充実
・行政、事業者、町民が連携し、特色ある観光振興の推進
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　実施計画の期間
　平成15年度から平成19年度間での５年間を計画期間とし、毎年見直しを行います。

　実施計画の進行管理
　進行管理については、担当所管課において、毎年度その進捗状況の確認と見直しを行い、行
政改革推進本部を中心とした全庁体制により、効率的かつ計画的に計画を推進します。
　また、進捗状況については、議会や町民等で組織された「大磯町行政改革推進委員会」へ報
告し、必要な提言を求めていきます。さらに、広報紙やホームページ等を活用して町民へ公表
し、意見や提案をいただきながら見直しを図っていきます。
※実施計画の詳細については、ホームページ、本庁舎町民情報コーナー、国府支所、図書館で
ご覧いただけます。

◎問い合わせ　企画室　1内線２０７

　町では、厳しい財政状況の中で、新たな行政サービスの提供を求める声や地方分権の推進に
的確に対応するため、平成１４年度に「第３次行政改革大綱」を策定しました。
　この大綱に掲げた基本事項、推進事項に基づき行政改革の具体的な方策について目標年次を
定め、計画的に進めるため、このたび実施計画を策定しました。
　この計画期間内での削減額は、事業の見直し、歳入の見直しなどにより約７億９，０００万円が
試算されます。削減された額は、子育て施策や時代に即した別の施策に活用し、町民サービス
を図っていきます。

第3次行政改革　実施計画を策定

新たな取り組み

廃止される制度（４月１日から）
敬老年金　　　　　　　　　　　［子育て介護課　1内線３１４］
税の前納報奨金　　　　　　　　［税務課　1内線２４６］
ハチ駆除に関する助成　　　　　［環境美化センター　1電話（72）４４３８］
猫の避妊・去勢手術費用の助成　［環境美化センター　1電話（72）４４３８］

今後見直し・検討をすすめる制度
・個人助成金　　
・団体負担金、補助金
・人件費

・広域事務処理
・審議会・委員会
・窓口時間延長

・入札制度
・公共施設・町有地の有効利用
・民営化　　　　　　　など

変更になる制度（４月１日から）
小児医療費助成対象を小学校就学前まで引き上げ
　　　　　　　　　　　　　　　［子育て介護課　1内線３０６］
火葬料補助を１／２に　　　　　［町民課　1内線２７１］
心身障害者タクシー助成の助成券を年間48枚、また自動車税減免を受けている方は対象外
　　　　　　　　　　　　　　　［福祉課　1内線３０２］
各種証明書手数料　　　　　　　［町民課　1内線２７１］
　　　　　　　　　　　　　　　［税務課　1内線２５１］
各種健康診査料　　　　　　　　［子育て介護課　1内線３０８］
ごみ処理手数料　　　　　　　　［環境美化センター　1電話（72）４４３８］

※　　囲みは前号広報にて詳細を掲載。その他についてはホームページ等をご覧ください。
※個々の詳細については、［　］内の各担当課までお問い合わせください。

町有施設（老人福祉センター、生涯学習館、図書館）等の利用日・時間の拡充
　　　　　　　　　　　　　　　［各施設］　　　　
休日夜間申請ポスト駅前設置　　［町民課　1内線２７１］
議会のテレビ放送　　　　　　　［財政課　1内線２１７］
敬老祝金の節目支給　　　　　　［子育て介護課　1内線３１４］
職員出前講座　　　　　　　　　［地域協働課　1内線２３７］
高齢者理美容サービス、はり・きゅう・マッサージ等施術費用助成　
　　　　　　　　　　　　　　　［子育て介護課　1内線３１４］
人件費の削減　　　　　　　　　［総務課　1内線２１０］

都市整備部都市整備課公園みどり班が、大磯運動公園管理棟内へ移ります。
なかよし公園、大磯運動公園の管理が都市整備部都市整備課公園みどり班に移ります。
総務部総務課秘書班を総務部総務課総務班に統合します。
総務部財政課設計管理班を総務部財政課契約管財班に統合します。
町民福祉部地域協働課くらし安全班とコミュニティ推進班を統合し、コミュニティ安全班
となります。
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【
国
民
健
康
保
険
】

　
毎
年
３
月
、
４
月
は
会
社
を
退
職

す
る
方
や
、
就
職
す
る
方
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
退
職
後
、
い
ず
れ
の
保
険
に
も
加

入
し
て
い
な
い
場
合
や
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
、
新
た
に
会
社
等

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、

本
人
ま
た
は
、
そ
の
家
族
の
方
が
国

民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
届
出

を
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
手
続
き
が
遅
れ
る
と
〉

◎
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
被
保

険
者
と
な
っ
た
と
き
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◎
喪
失
の
届
出
が
遅
れ
て
、
喪
失
日

以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用

す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担

し
た
医
療
費
を
返

還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
証
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

町
へ
の
届
出
の
ほ
か
に
、

受
診
中
の
医
療
機
関

の
窓
口
へ
保
険
証
の

提
示
を
し
、
変
更
の

あ
っ
た
こ
と
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
窓
口
で
保
険
証
を
交
付
す

る
と
き
は
運
転
免
許
証
等
で
本
人
確

認
を
し
て
い
ま
す
。
提
示
が
な
い
場

合
は
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

【
老
人
保
健
】

　
75
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
、
65
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
ね
た
き
り
状
態
等

の
方
で
、
町
長
の
認
定
を
受
け
た
方

は
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
、
老

人
保
健
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
昭
和
７
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
引
き
続
き
老
人

保
健
で
の
診
療
と
な
り
ま
す
。）

　
下
表
の
よ
う
な
異
動
、
変
更
な
ど

が
生
じ
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
町
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
町
民
課
　
1
内
線
２
４
７
・
２
７
４

国　民　健　康　保　健

印鑑

印鑑・保険証・母子手帳

印鑑・保険証

印鑑・保険証

印鑑・保険証

印鑑・保険証

印鑑・保険証

印鑑・自分を証明するもの

印鑑・年金証書・保険証

印鑑・保険証

転入してきた

職場の健保を抜けた

子どもが生まれた

転出した

職場の健保に入ったとき

死亡した

町内で住所が変わった

世帯主や氏名が変わった

世帯を分けたり一緒にした

保険証をなくした

退職者医療制度に該当した

修学のため子供が
他市町村に下宿した

退職者医療制度に
該当しなくなった

印鑑・健保の資格喪失
証明書

印鑑・国保保険証・
健保の保険証

印鑑・保険証・
就学証明書

こんなとき 手続きに必要なもの

入
る
と
き

や
め
る
と
き

そ
　
　
の
　
　
他

こんなとき 手続きに必要なもの

65歳を過ぎてねたきりに
なった

身体障害者手帳・
国民年金証書または
医師の診断書・
健康保険証・印鑑

転入してきた

健康保険証・印鑑
（ねたきりの方は、
身体障害者手帳も
必要となります。）

入
る
と
き

死亡した 医療受給者証・印鑑

転出した 医療受給者証・印鑑

や
め
る
と
き

町内で住所を変更した
健康手帳・
医療受給者証・印鑑

加入している健康保険を
変更した

新しい健康保険証・
健康手帳・
医療受給者証・印鑑

健康保険の内容
（保険者の名称・番号等）
に変更があった

変更後の健康保険証・
健康手帳・
医療受給者証・印鑑

そ
　
　
の
　
　
他

老　　人　　保　　健
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※乳がん・子宮がん検診は保育あり。（午前中）
※乳がん検診マンモグラフィーＸ線撮影は視触診を補う検診です。該当年齢の方は併診をお勧めします。
※マンモグラフィ検診を15年度に受けた方はご遠慮下さい。視触診とマンモグラフィの併用検診は隔年で受けられます。
◎申し込み受付…４月12日（月）から受付。午前８時30分～午後５時まで（土日・祝日を除く）
◎申し込み・問い合わせ　子育て介護課　1内線３０８

先着100名（各日50名）
※40歳以上の成人対象

男性 ８：00～ ８：30
女性 ８：30～11：00

乳 が ん

胃 が ん
５月26日（水）

５月27日（木）

５月12日（水）

保健センター

1,000円

800円

視　　触　　診　500円
マンモグラフィ　700円９：00～10：30

13：00～14：00
先着100名（午前・午後各50名）
※25歳以上の女性対象

先着120名（午前・午後各60名）
※30歳以上の女性対象
※50歳以上はマンモグラフィの併
　診ができます。（午前・午後各30名）

 検診項目 検診日 場　　　所 定　　　　員 受付時間 料　　金

子宮がん

障害者支援費制度

　支援費制度が始まって１年になります。
　支援費制度とは、障害者の方が自ら
サービスを選び、利用したい施設や事
業者と直接契約してサービスを利用す
る制度です。

○対象となる方
　身体障害者手帳や療育手帳をお持ち
の方、または総合療育相談センターや
児童相談所で障害があると判定された
方で支援費対象サービスの利用を必要
とする方。

○対象となるサービス
【施設サービス】　
身体・知的施設への入所、通所
【居宅サービス】
・ホームヘルプサービス
・デイサービス
・ショートステイ
・グループホーム
・ガイドヘルプサービス

○支給決定について
　申請受付後、ご本人の希望や状態を
総合的に判断してサービス量を決定い
たします。

◎問い合わせ
　支援費相談用　1（73）３５５５
　障害福祉センター　1（73）４５３０

国民年金からのおしらせ

　国民年金は、日本に住所がある20歳以上60歳未満の方が
加入しなければならない制度です。加入や変更の手続きは、
加入者（被保険者）の状態によって次の３種類に分かれま
す。 
　手続きを忘れると、将来、年金の給付を受けるときに不
利になることがありますので、忘れずに手続きをしてくだ
さい。

○第１号被保険者
　自営業者や農林・漁業従事者、学生、フリーアルバイ
ター、無職の人など→手続きは町国民年金窓口
○第２号被保険者
　現役の会社員や公務員→手続きは勤務先
○第３号被保険者
  第２号被保険者に扶養されている配偶者→手続きは配偶
者の勤務先

保険料免除と学生納付特例

　自営業などの第１号被保険者で収入が少なく保険料を納
めるのが困難な場合は、保険料免除制度があります。免除
の基準は、申請者本人と配偶者と世帯主のいずれもが前年
所得などの定められた基準に該当することが要件となりま
す。
　また、学生（学校法人の認可を受けていない各種学校や
予備校は除く）の場合、前年収入が１３３万円以下であれ
ば保険料が猶予される学生特例制度もあります。
　これらの制度は毎年申請手続きが必要となります。申請
される方は、町国民年金窓口へ申請してください。

◎問い合わせ　町民課　1内線２７５

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
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大
磯
運
動
公
園
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

及
び
野
球
場
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
利
用
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先
が
生
涯
学
習
課
か

ら
都
市
整
備
課
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
施
設
利
用
日

　
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
。
祝
日
の
月

曜
日
。

▼
利
用
時
間
及
び
利
用
料
金

　
一
回
の
利
用
時
間
は
２
時
間
単
位

と
な
り
ま
す
。

夜間照明

利用料

野球場

利用料

2,000円/時

夜間

照明

利用料

──

800円/時

時　間　表

テニスコート利用料 野球場利用料

９：00～11：00

11：00～13：00

13：00～15：00

15：00～17：00

17：00～19：00

19：00～21：00

壁打ち

コート

利用料

無　料

全点灯

4,000円/時

1/2点灯

2,000円/時

コート

利用料

600円/時

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
対
策
に
ご
協
力
を

　
１
月
以
来
、
国
内
の
鶏
な
ど
に
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
鳥
類
を
飼
育
し
て
い
る
方
に
＊

　
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
七
面
鳥
、

が
ち
ょ
う
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と

き
は
、
直
ち
に
、
獣
医
師
又
は
、
湘

南
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
異
常
が
見
ら
れ
な

い
場
合
で
も
病
気
の
発
生
防
止
対
策

の
た
め
、
種
類
と
羽
数
等
を
湘
南
家

畜
保
健
衛
生
所
又
は
町
経
済
観
光
課

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
鳥
類
に
異
常
が
認
め
ら

れ
る
時
は
、
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
＊

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
、

鳥
の
排
せ
つ
物
等
に
触
れ
た
後
は
手

洗
い
や
う
が
い
を
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
見
つ
け
た
時
＊

　
素
手
で
触
れ
ず
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
に
入
れ
て
お
き
、
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
不
安

な
場
合
に
は
、
獣
医
師
、
平
塚
保
健

福
祉
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
鶏
肉
・
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て
＊

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
卵
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
に
感
染
し
た
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
な
方
は
、
加
熱

し
て
食
べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所  

　
1（
58
）０
１
５
２

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

　
1（
32
）０
１
３
０

　
町
経
済
観
光
課

　
1
内
線
２
６
２

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1（
72
）４
４
３
６

▼
利
用
登
録

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
４
名
以
上
、
野

球
場
は
９
名
以
上
の
団
体
と
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
（
登
録
手
続
き

は
管
理
棟
）

利
用
す
る
に
は
？

①
申
請
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
利
用
希

望
月
の
前
月
の
第
二
水
曜
日
、
野

球
場
は
利
用
希
望
月
の
二
ヶ
月
前

の
第
二
水
曜
日
ま
で
に
管
理
棟
窓

口
へ
申
請
書
提
出
）

②
抽
選
（
利
用
希
望
者
が
重
複
し
た

場
合
は
、
毎
月
第
三
火
曜
日
に
抽

選
し
結
果
通
知
を
送
付
）

③
利
用
料
納
付
（
利
用
日
に
管
理
棟

自
動
券
売
機
で
利
用
券
を
購
入
し
、

管
理
棟
窓
口
へ
提
出
）

④
許
可
書
交
付
・
受
理

⑤
利
用
開
始

▼
追
加
利
用
申
し
込
み

　
空
い
て
い
る
コ
ー
ト
及
び
野
球
場

は
、
第
三
金
曜
日
（
休
園
日
の
場
合

は
翌
日
）
か
ら
先
着
順
に
て
受
付
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課（
運
動
公
園
管
理
棟
内
）

　
1（
61
）８
８
２
２
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（注１）身体障害者手帳１～２級あるいは、
　　　　療育手帳Ａ１，Ａ２の方など
（注２）身体障害者手帳３級あるいは、療育手帳Ｂ１の方など

◆受給の要件と支給額

ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
心
の
か
ぜ
」

　
う
つ
病
は
「
心
の
か
ぜ
」
と
呼
ば
れ
、

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　
日
本
で
は
、
生
涯
う
つ
病
に
な
る
頻
度

は
約
15
人
に
１
人
と
考
え
ら
れ
、
１
年
間

に
50
人
に
１
人
が
う
つ
病
を
経
験
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
症
状
が
あ
っ
て
も
、
病

気
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
り
、
医
療
機

関
を
受
診
し
づ
ら
い
な
ど
の
理
由
で
３
／

４
の
人
が
治
療
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
う
つ
病
は
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下

さ
せ
、
色
々
な
病
気
の
原
因
に
な
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
、
自
殺
の
恐
れ
も
出
て
き
ま

す
。
一
方
で
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を

す
れ
ば
良
く
な
る
病
気
な
の
で
、
き
ち
ん

と
治
療
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。

　
う
つ
病
は
強
い
ス
ト
レ
ス
が
引
き
金
に

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
失
恋
や
近
親
者
と

の
死
別
、
仕
事
や
家
庭
内
で
の
悩
み
な
ど

悲
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
会
社
で
の

昇
進
や
出
産
な
ど
、
喜
ば
し
い
事
や
、
引
っ

越
し
な
ど
の
環
境
の
変
化
も
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
。

　
典
型
的
な
症
状
は
、
気
分
が
落
ち
込
み

元
気
が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
天
気
に
例

え
る
と
い
つ
も
ど
ん
よ
り
し
て
い
る
状
態

で
す
。
何
を
す
る
に
も
お
っ
く
う
に
な
り
、

作
業
が
は
か
ど
ら
な
く
な
り
ま
す
。
悲
観

的
に
な
り
自
分
を
責
め
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
治
療
法
と
し
て
は
十
分
に
休
養
を
と
ら

せ
る
こ
と
や
、
薬
を
飲
む
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
う
つ
病
の
早
期
発
見
、
治
療
の
た
め
に

は
周
囲
の
人
の
協
力
も
大
切
で
す
。
こ
こ

で
は
周
囲
の
人
が
う
つ
病
に
気
づ
く
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

①
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
元
気
が
な

い
。

②
体
調
不
良
の
訴
え
（
体
の
痛
み
や
倦
怠

感
）
が
多
く
な
る
。

③
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、
ミ
ス
が

増
え
る

④
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。

⑤
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤（
欠
席
）が
増
加
す

る
。

⑥
好
き
な
こ
と
に
興
味
を
示
さ
な
い
。

⑦
飲
酒
量
が
増
え
る
　
な
ど
。

　
み
な
さ
ん
の
身
近
に
以
上
の
よ
う
な
状

況
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
い
る
よ
う

で
し
た
ら
、
相
談
窓
口
の
利
用
や
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
促
し
て
み
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　
山
下

　
1
内
線
３
０
８

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

109

　
町
で
は
、
外
国
籍
町
民
等
の
高
齢
者
・
障

害
者
の
方
で
、
国
民
年
金
の
受
給
要
件
を
制

度
上
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
年
金

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
、
申
請

に
よ
り
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
①
〜
③
を
満
た
し
、
か
つ
次
表
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
現
在
、
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
な
い
方

②
昭
和
61
年
３
月
31
日
以
前
か
ら
日
本
に
居

住
し
て
い
る

③
申
請
時
点
で
大
磯
町
に
１
年
以
上
外
国
人

登
録
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
福
祉
課

　
1
内
線
３
０
３

高　齢　者

重度障害者
　　　（注１）

中度障害者
　　　（注２）

区　　分 要　　　　　件 支　給　額

○昭和37年（1962）１月１日以前に
　出生し、昭和57年（1982）１月１日
　以前に障害が発生した外国籍の方

○昭和22年（1947）１月１日以前に
　出生し、昭和57年（1982）１月１日
　～61年（1986）３月31日に障害が
　発生した外国籍の方

○昭和36年（1961）４月１日～61年
　（1986）３月31日に障害が発生し、
　障害発生時に国外に居住していた
　日本国籍の方

月額
24,000円

月額
36,000円

月額
18,000円

○大正15年（1926）４月１日以前に
　出生した外国籍の方

○明治44年（1911）４月２日～
　大正15（1926）４月１日に出生し、
　昭和36年（1961）４月２日以降
　国内に転入した外国籍の方
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　町姉妹都市協会では、毎年学校
の夏休み期間中、米国の姉妹都市
へ高校生を派遣しています。
　今年は次のとおり参加者を募集
します。

s日　程
　７月22日（木）～８月５日（木）
s派遣先
　米国オハイオ州デイトン市
s参加資格　町内在住の高校生
s参加人数　４名
s参加者負担金　10万円
s募　集　４月１日（木）～28日（水）
事務局窓口（役場３階総務課）郵
送の場合は期間に必着

s用紙配布　事務局窓口（もしくは
ホームページからダウンロード、
郵送を希望する場合は返信用封
筒及び80円切手を同封の上請求
◎問い合わせ・申し込み
　町姉妹都市協会事務局
　総務課内　1内線２１３
　中島　1（61）３５５３

『カフェ　ぶらっと』（飲食業）
『蕎麦　竹なみ』（飲食業）
『レストラン　シューズ』（飲食業）
『関西風 お好焼き(どようび)』（飲食業）

『ビーンズマートオイコス』
　　　（食料品小売業）

『エスパス』（飲食業）

◎問い合わせ　経済観光課　1内線２６４

優秀賞

優良賞

　２月23日（月）に実施した平成15年度大磯町店舗コンクー
ル入賞店は、次のとおり決まりました。

　
大
磯
の
教
育
を
推
進
す
る
町
民
会

議
で
は
、
発
足
20
周
年
を
記
念
し
て

広
く
町
民
か
ら
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
全
部
で
161
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
５

点
、
入
選
作
品
20
点
が
選
ば
れ
、
１

月
31
日
記
念
式
典
の
席
上
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
学
年
は
表

彰
時
）

▼
優
秀
作
品
５
点

・
み
か
け
た
ら
大
き
な
声
で

　
　
　
　
　
　
ご
あ
い
さ
つ

西
田
　
若
菜
（
小
２
）

・
こ
の
町
の
み
ん
な
を

　
　
さ
さ
え
る
お
も
い
や
り

古
谷
　
温
子
（
小
５
）

・
守
り
た
い

　
　
歴
史
の
町
と
潮
風
を

 

西
村
　
葵

（
小
６
）

・
ス
テ
キ
だ
ね
ニ
ッ
コ
リ

　
　
オ
ア
シ
ス
で
き
る
人

加
護
　
利
也
（
中
２
）

・
気
配
り
親
切
思
い
や
り

　
　
　
み
ん
な
で
育
む

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
社
会

渡
辺
　
圭
司
（
一
般
）

▼
入
選
者
（
氏
名
・
学
年
の
み
）

新
井
　
菜
々
　
（
中
２
）

石
塚
　
景
子
　
（
小
４
）

伊
藤
　
近
良
　
（
一
般
）

伊
藤
　
洋
太
　
（
中
２
）

遠
藤
　
紀
代
　
（
一
般
）

大
野
　
浩
太
郎
（
中
２
）

大
野
　
弘
貴
　
（
小
４
）

小
川
　
雅
之
　
（
小
４
）

栗
原
　
美
佳
　
（
小
４
）

小
島
　
　
結
　
（
小
４
）

小
西
　
智
香
子
（
一
般
）

小
松
原
　
開
　
（
中
２
）

後
藤
　
　
勲
　
（
一
般
）

澤
村
　
幸
平
　
（
中
３
）

鈴
木
　
　
純
　
（
小
４
）

土
屋
　
樹
伸
　
（
中
３
）

花
岡
　
俊
之
　
（
中
３
）

宮
川
　
友
彦
　
（
小
５
）

森
田
　
哲
朗
　
（
小
４
）

山
口
　
大
樹
　
（
小
４
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
会
議
代
表

　
飯
田
　
1（
61
）１
７
３
１
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市
街
化
調
整
区
域
に

日
影
規
制
を
指
定  

　　
町
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
日

影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
制
限
を

次
の
よ
う
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
限
は
、
平
成
16
年
７
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
1
内
線
２
４
３

　
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
課

税
の
基
礎
と
な
る
価
格
な
ど
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
所
有
者
の
方
に
確

認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
今
年
は
３
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
評

価
替
え
の
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
宅
地
及
び
宅
地
に
準
ず
る
土
地
の

価
格
に
お
い
て
は
、
地
価
の
下
落
が

あ
り
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
き
は
価
格
の
修
正
を
行
う
」

と
い
う
平
成
12
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
平
成
16
年
度
も
該
当
す
る
土

地
に
つ
い
て
は
価
格
の
修
正
を
行
い

ま
す
。

　
縦
覧
期
間
中
は
、
課
税
台
帳
の
写

し
を
所
有
者
の
方
に
無
料
で
交
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お
申
し
出

下
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
の
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
次
の
手
続
き
が
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１
　
土
地
又
は
家
屋
の
所
有
者
の
方

は
、
他
人
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

評
価
額
等
を
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
閲

覧
の
み
）

２
　
借
地
人
、
借
家
人
、
１
月
２
日

以
降
の
所
有
者
、
相
続
人
、
管
財

人
、
訴
え
提
起
者
等
の
方
は
、
権

利
関
係
の
生
ず
る
土
地
・
家
屋
課

税
台
帳
の
内
容
に
つ
い
て
閲
覧
等

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
有
料
）。

こ
の
場
合
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
権

利
関
係
等
を
証
明
す
る
書
面
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月
１
日

（
土
）に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

第
一
期
分
納
期
限
は
５
月
31
日（
月
）

と
な
り
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日（
木
）〜
５

月
31
日（
月
）

※
土
・
日
・
休
日
を
除
く
平
常
執
務

時
間
内

◆
縦
覧
場
所
　
税
務
課
窓
口

◆
縦
覧
で
き
る
人
　
所
有
者
、
納
税

義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委
任
状
を

有
す
る
代
理
人

◎
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
1
内
線
２
５
５

日影による中高層の建築物の制限
敷地境界線からの
水平距離による
日影時間

10m
以内の
範囲

10ｍを
超える
範囲

３時間 ２時間

平均地盤面
からの高さ制限を受ける建築物区　域

市街化
調整区域

軒の高さが７ｍを
超える建築物又は
地階を除く階数が
３以上の建築物

1.5ｍ

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
対
象
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

用
意
す
る
も
の

愛
犬
手
帳

通
知
は
が
き料

　
　
　
　
金

登
録
済
み
の
犬
　
　  

３
，２
２
０
円

初
め
て
登
録
す
る
犬  

６
，２
２
０
円

お
　
　
願
　
　
い

○
犬
を
し
っ
か
り
押
さ
え
ら
れ
る
方

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
具
合
が
悪
い
場
合
や
妊
娠
中

は
注
射
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
会
場
で
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
動
物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
小
さ
な
お
子
様
の
同
伴
は
危
険
で

す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
受
付
開
始
直
後
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

登
録
内
容
の
変
更
が
必
要
な
場
合

　
引
越
し
、
飼
主
の
変
更
、
犬
が
死

亡
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
1
内
線
３
５
９

狂犬病予防注射日程

日（曜日） 時　　間 場　　所

８（木）

９（金）

12（月）

13（火）

14（水）

15（木）

９：30～11：30

13：30～15：00

９：30～10：10

10：40～11：30

13：30～15：00

９：30～11：30

13：30～14：10

14：30～15：00

９：30～11：30

13：30～15：00

９：30～11：30

13：30～15：00

９：30～11：30

13：30～14：10

14：30～15：00

東町福祉館

高来神社駐車場

宮の上公園

白岩神社

八坂神社

国府新宿福祉館

生沢会館

寺坂老人憩の家

なかまる公園

馬場公園

ふれあい広場

石神台中央公園

大磯町役場

虫窪老人憩の家

黒岩公民館

，，
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家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

か
ら
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

・
資
料
の
検
索
と
予
約

・
各
種
催
し
物
な
ど
利
用
案
内

の
閲
覧

・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
・

変
更
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更

　
館
内
に
設
置
し
て
あ
る
検
索

機
で
は
、
次
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
検
索
と
予
約

・
利
用
案
内
の
閲
覧

・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更

・
借
り
て
い
る
資
料
の
確
認

・
貸
出
期
間
の
延
長

　
町
史
編
さ
ん
の
関
連
図
書
と

し
て
、
昨
年
の
第
十
号
に
引
き

続
き
『
大
磯
町
史
研
究
』
第
十

一
号
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
町
史
研
究
は
収
集
さ
れ
た
資

料
や
町
史
編
集
過
程
で
え
ら
れ

た
研
究
テ
ー
マ
を
、
町
史
執
筆

委
員
な
ど
が
ま
と
め
た
冊
子
で
す
。

　
こ
の
号
で
は
高
度
経
済
期
の

大
磯
を
中
心
と
し
た
県
内
漁
協

の
合
併
再
編
の
歴
史
や
、
元
別

荘
所
有
者
の
聞
取
調
査
か
ら
別

荘
生
活
と
地
域
社
会
と
の
考
察
、

統
監
道
・
海
水
浴
場
道
路
の
開

通
と
国
宝
如
庵
の
運
搬
移
築
、

石
神
台
遺
跡
と
縄
文
時
代
の
配

石
墓
、
西
久
保
の
平
遺
跡
試
掘

調
査
報
告
を
収
め
て
い
ま
す
。

体
裁
は
Ａ
５
版
・
約
110
ペ
ー
ジ
で
、

価
格
は
600
円
で
す
。

　
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
役

場
町
民
課
・
図
書
館
・
国
府
支
所
・

郷
土
資
料
館
・
書
店
組
合
加
盟

の
町
内
業
者
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

『
大
磯
町
史
研
究
』
第
十
一
号
を
刊
行
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役場 161-4100

朝市開催

　朝市の年内開催予定をご案内し
ます。
s開催予定日　４月１１日・５月１６
日・６月２０日・７月４日・１０月
１７日・１１月１４日（いずれも日曜日）
午前８時３０分～

sところ　大磯魚市場

◎問い合わせ
　大磯町漁業協同組合
　1（６１）０９４０

ジュニアリーダー募集

　大磯ジュニアリーダースクラブ
では、夏はキャンプ、冬はクリス
マス会を中心に活動しています。
また、一年を通して子ども会の手
伝い等をしています。
　興味のある人は、ぜひ一緒に活
動しましょう。
s対象　中学生・高校生
◎問い合わせ　
　近藤　1（６１）７５０９

老人福祉センター
「さざんか荘」の入浴サービス
　
　毎月第１・第３火曜日（４月は、
２０日から）に、送迎バス付の入浴
サービスを実施します。
　入浴を希望される方は、お申し
込みください。
　平成１５年度中に申し込み済みの
方は、引続きご利用できます。
s対象者　おおむね６５歳以上で、
ご自身で入浴できる方

s締め切り　４月１３日（火）
◎問い合わせ・申し込み
　子育て介護課　1内線３１６

太極拳をもとにした転倒予防教室
～転ばぬ先の身体づくり～

sと　き　４月２７日（火）～平成１７
年３月２２日（火）の１年間原則と
して毎月第２・第４火曜日

sところ　さざんか荘
　（拠点でのバス送迎あり）
s対　象　６０歳以上で、
①転んだりふらついたり足腰に自
信のない方
②転ばないように足腰を丈夫にし
たい方

s定　員　先着３０名
◎問い合わせ・申し込み
　子育て介護課　1内線３０８

運転免許証の更新手続き

　４月１日から優良運転者講習と
高齢者講習受講済みの人は小田原
警察署でも手続きができるように
なりました。また、免許も即日交
付されます。
◎問い合わせ　大磯警察署
　1（７２）０１１０
　大磯地区交通安全協会
　1（７３）１３５０

子育てひろば「子育てぱんだ」

sと　き　４月８日（木）、２２日（木）、
２８日（水）
　午前９時３０分～１２時
sところ　保健センター
s対象者　未就園児と保護者
◎問い合わせ　
　子育て介護課　1内線３０８

親子あそびとお話会

sと　き　４月１６日（金）
　午前１０時～１１時３０分
sところ　保健センター
s対象児　１歳６か月～３歳まで
のお子さんとその保護者
◎問い合わせ　
　子育て介護課　1内線３０８

男性の料理教室（全５回）

sと　き　①５月２８日、②７月３０
日、③９月１７日、④１１月１９日、⑤
２月１８日　いずれも金曜日
　午前１０時～午後１時
sところ　保健センター
s対　象　成人男性２０名
s費　用　１回６００円
　初回に５回分を徴収（保険料
　を含む）
s持ち物　エプロン・三角巾
s締め切り　５月１５日（土）
s主　催　大磯町食生活改善推進
団体（ママの会）
◎問い合わせ・申し込み
　熊木　1（６１）４６４３
　青山　1（７１）７３８２
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第８回町民春季ボウリング大会

sとき　
①〈第１シフト〉４月２２日（木）、午
後８時～
②〈第２シフト〉４月２５日（日）、午
前１０時～（午前９時４５分～開会
式）

sところ　大磯プリンスホテルボー
リングセンター

s参加資格　町在住、在勤、在学
の方

s種目　一般の部（１９歳～４９歳）、
シニアの部（５０歳以上）、ジュニ
アの部（１８歳以下）

s競技方法
　３ゲームトータルピン
　※ハンディキャップ制
s参加費　１５００円
s申込方法　申込用紙に必要事項
を記入の上、ボウリング部事務
局（〒２５９ー０１１１大磯町国府本郷
５４６大磯プリンスホテルボーリ
ングセンター内）へ直接持参もし
くは郵送にて
※申込用紙は、和田宅（６１－２４８８）、
大磯プリンスホテルボーリング
センターにあります
◎問い合わせ　
　町体育協会ボウリング部長　
　上原　1（６１）３５３１

ロングビーチ
インドアプールの割引

　水泳生活を楽しみたい方のため
に１年間有効の割引利用証を発行
します。
s期間　平成１７年３月３１日まで（月
曜日休館。夏期営業中７月初旬
～９月中旬は無効）

s利用時間・料金
①火～土…午前９時～１０時３０分
②火～土…正午～午後２時
③休　日…午前１０時～午後５時
※①②は５００円、③は７５０円
s資格　町在住・在勤・在学の中
学生以上

s定員　先着５０名
s受付　４月１１日（日）、午後２時～
３時（代理申込可）
　大磯プリンスホテルインドアプー
ル前広場

s持参するもの　　　　　
①背後無地の顔写真２枚、３×４㎝
（新規申込者のみ）
③登録費１５００円
s発行者　大磯町水泳協会
◎問い合わせ　
　町水泳協会会長
　戸塚　1（６１）２３９９

郷土資料館講座「草と木の調査」
に参加しませんか

sとき　毎月第２・４土曜日を中
心に来年３月まで２０回を予定。
第１回は４月２４日（土）

　午前９時３０分～１２時　　
※ご都合のつく日のみの参加でか
まいません。

s募集人数　１５名程度
◎問い合わせ・申し込み
　郷土資料館　1（６１）４７００

サロン・ド・カルチャー
  
　サロン・ド・カルチャーとは、
５人以上の仲間を集めて、ボラン
ティア講師を招き、学習会を自分
たちの手で運営するものです。
  「自ら・共に・学ぶ」喜びは、
素晴らしいものです。お友だちと
一緒に新しいチャレンジをしてみ
ましょう。
s対象　小学生以上のサークル
　（未成年者のサークルは、成人の
責任者が必要です）

s受付
　４月１３日（火）～５月１４日（金）
s募集　サロン・ド・カルチャー
認定登録３回までのサークル（１
年を１回とし、平成１６年度が３
回目までの３０サークル。ただし、
申込多数の場合は公開抽選とい
たします。）

sその他　申込書、案内書は町教
育委員会、生涯学習館、国府支
所にあります
◎問い合わせ・申し込み  
　生涯学習館　1（６１）０６７６

第３０回町民ソフトテニス大会

sと　き　５月９日（日）
　　　　　午前８時３０分～
sところ
　大磯運動公園テニスコート
s参加資格
　町在住・在学・在勤の方
◎問い合わせ・申し込み　
　町体育協会ソフトテニス部長
　関野　1（６１）０２８４

4月の日程表
 日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

 4 日 二見整形外科 整・リハ 二宮町川匂６ 0465－43－2921

 11 日 ひよこクリニック 小・内・皮 大磯町大磯１６５４－３ ６１－７９６３

 18 日 二宮中央胃腸外科 消・外・皮・泌 二宮町中里９８９－７ ７３－２９１１

 25 日 簑島医院 外・内・消・整 大磯町国府新宿４０２ ７１－０１８４

 29 木 百合ヶ丘クリニック 内・呼・消・循・麻 二宮町ゆりが丘２－１－２ ７３－００８２

 ２ 日 二宮診療所 内・循・外・消・整 二宮町二宮１３０５ ７１－０２０１

 ３ 月 国谷外科医院 外・整・消 大磯町大磯９４９ ６１－０２３８

休日急患診療 在宅当番医

火事と救急
2月の出動状況

消防車…15件（火災出動1、救助出動1、警戒出動０、その他出動13）
救急車…132件（急病91、交通事故17、一般負傷11、その他13）

休日当番医は、都合により変更となる
場合がありますので、事前に消防署へ
ご確認ください。
◎問い合わせ
　大磯町消防署　1（61）０９１１
　二宮町消防署　1（72）００１５

まず、あなたの主治医の都合を聞いた

上でご利用ください。

　診療時間厳守　・午前９時～12時

　　　　　　　　・午後２時～５時
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会議開催のおしらせ

教育委員会定例会
　４月２１日（水）　午前９時３０分～
　役場４階　第１会議室
◎問い合わせ
　学校教育課　1内線３２２
農業委員会総会
　４月２６日（月）午後１時３０分～
　国府支所２階　会議室
◎問い合わせ
　農業委員会　1内線３５８

ごみ処理広域計画

－ごみ処理広域化の実現可能性
　調査について中間報告－

　ごみの広域処理について、そ
の実現可能性を調査しています。
調査は平成１５年度及び１６年度の
２ヶ年で行いますが、このたび
調査の中間報告書を作成しまし
た。
　詳しくは、大磯町のホームペー
ジか役場情報コーナーでご覧（４
月１５日から）ください。
◎問い合わせ　環境美化センター
　1（７２）４４３８

○ゆずります
エレクトーン、ベビーカー、チャ
イルドシート、オイルラジエーター
ヒーター
○ゆずってください
ベビー用バスチェア、ベビーラック、
ベビーカー、自転車など
▼不用品の登録や斡旋の受付
　土・日曜日、祝日を除く午前８
時３０分～午後５時
○不用品登録状況はホームペー
ジでもご覧いただけます。
○交渉は当事者同士でお願いし
ます。
○ご連絡をいただいてもすでに
取引が成立している場合もあ
りますのでご了承ください。
◎問い合わせ
　地域協働課　1内線２３７

ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報

気象情報
2月

最高気温　18.5度　　最低気温　0度　　平均気温　8.2度
総 雨 量　28.5mm

相談のご案内［4月］

※ 注 意　　消費生活相談、電話教育相談、ヤングテレホンは、いずれも１２時～１３時の間はお休みします。

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ
家庭内（夫婦・親子・扶養等）隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

年金・医療保険・登記・道路・行政機
関の窓口の対応・行政に対する苦情・
意見・要望等  

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債
権・債務等、日常生活の中の法律的な
問題

物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

人間関係などの日常生活上のさまざま
な悩み、相談

不登校・いじめ等電話・来所相談
対象･･･園児・児童・生徒と保護者

いじめ・不登校・非行等電話による相談
対象･･･青少年と保護者

８日（木）
15日（木）
13時～16時

毎週水曜日・金曜日
９時～15時30分
（ただし、祝日は除
 きます）

毎週月曜日～金曜日
９時～16時30分

毎週月曜日～金曜日
８時30分～17時

20日（火）
13時～15時30分

15日（木）
13時～16時

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（１日が土・日・祝
　日の場合は、翌日
　または翌々日）

役場町民相談室
※二宮町消費生活相談窓
口でも相談できます。
1（70）3163直通
月・木曜日
　９時30分～15時30分

福祉センター
「さざれ石｣

大磯町立小磯幼稚園内
大磯町適応指導教室

生涯学習課

地域協働課
1内線２３７

社会福祉協議会
1（６１）９３９０  

1（６１）８７９５

1内線３２３

人　権　相　談

行　政　相　談 

法律相談（予約制）

消 費 生 活 相 談 

心 配 ご と 相 談

電 話 教 育 相 談 

ヤングテレホン大磯 

武道館練習生募集

  
練　　習　日　　時 入部規定

 申し込み・
    問い合わせ

 柔　道 火・木・土曜日 午後７時～８時３０分 小学１年生以上 
練習時に

 空手道 水・土曜日 午後７時～８時３０分 小学１年生以上 直接

 剣　道 月・金曜日 午後６時３０分～９時００分 ５歳以上 
武道館へ

障害福祉センター
開館時間の変更

　４月１日（木）から開館時間が次
のように変わります。
　火曜日～日曜日
　午前９：００～午後５：００
◎問い合わせ
　障害福祉センター「すばる」
　1（７３）４５３０
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　４月17日から19日にかけて、高来神社春祭り（高
麗寺祭）が行われます。
　この祭りには特殊な儀礼として高来神社から高
麗山の社まで神輿を引き上げていく山神輿が行わ
れます。また、18日からは高来神社周辺で植木市
が開かれ、色鮮やかな花や木で通りが埋められます。

高麗の山神輿
と　き　４月17日（土）午後６時ごろ～
ところ　高来神社境内～高麗山山頂

植木市
と　き　４月18日（日）～19日（月）
　　　　午前９時～
　　　　午後９時
ところ　高来神社
　　　　（高麗）周辺

◎問い合わせ　大磯町観光協会（経済観光課内）
　1内線２６４
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※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
　企画室　1内線２０７

小野寺　浩一ちゃん　平成11年10月7日生

　　　　浩太ちゃん　平成14年10月7日生
康治さん、清子さんの長男・次男

おのでら　はるかず

こうた

生涯学習館まつり
（2月28日）
日ごろの練習の成果を十分に
発揮できました。

ふれあい交流会
（3月3日）
おじいちゃん、おばあちゃん
に手伝ってもらって雛人形に
大変身

町の人口と世帯
3月1日現在

人口 32,453人（△15）　男 15,851人（△10）　女 16,602（△5）
世帯 11,591世帯（＋1）　（　）は前月比

「はい　ポーズ」
ぼくたちが
いちばーん
おもしろい
おもちゃです！




